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研究実績 

の概要 

スマートフォンやタブレットPCなどのモバイル端末の普及に伴い、公共施設やオフィス

、一般家庭に至るまであらゆる場所で無線LAN（Wi-Fi）システムが導入されている。近年

、これらの設備を情報通信以外にも活用する試みとして、Wi-Fi信号を用いたセンシング

技術に関する研究が盛んに行われている[1]。 

本研究では無線端末のWi-Fi受信電波を解析することによって室内のセンシングを行う

ことを目的とし、基礎検討として人物の往復運動の検知を行った。 

図１に本研究の実験環境の模式図を示す。送受信機としてWi-Fiルータ（tp-link Archer 

AX73）と無線LANアダプタ（ALFA AWUS036ACH）を4 m離れた位置に設置し、ルータから

出力されるビーコン信号のRSSIをネットワーク・アナライザソフトウェア（Wireshark）

を用いて取得した。ビーコン間隔は100 ms、チャンネルは36（5.18 GHz）に設定した。送

受信機の間で往復運動を行い、受診信号強度の時系列データを取得した．送受信機間を往

復する運動、横切る運動、上下に屈伸する運動の３種類について計測を行い、Lomb-Scargle 

periodogramを用いてスペクトル推定を行った。 

 

 

 

図１ 実験環境の模式図 

 

※ 次ページに続く 



 

 

研究実績 

の概要 

図２にスペクトル推定結果を示す。

それぞれ(a)往復、(b)横切り、(c)上

下運動の結果を示している。往復運

動と横切る運動については、運動周

期に一致した 0.1 Hz に顕著なピー

クが現れており、本手法によって運

動周期を正確に検知可能であると考

えられる。さらに横切る運動につい

ては高調波成分も顕著に現れた。横

切る運動に関しては受診信号強度の

変動がインパルス的であることが原

因だと考えられ、このことから検知

可能な領域が送受信機間の直線上の

みであると推察される。 

一方上下運動については明確なピー

クが見られず、運動周期が検知でき

なかった。 
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図２ スペクトル推定結果 


